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【公表日】平成28年10月13日(2016.10.13)
【年通号数】公開・登録公報2016-059
【出願番号】特願2016-519782(P2016-519782)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/69     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/69     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月22日(2017.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　その必要がある患者における全身性エリテマトーデス及び／または狼瘡腎炎の予防また
は治療のための組成物であって、［（１Ｒ）－１－（｛［（２，５－ジクロロベンゾイル
）アミノ］アセチル｝アミノ）－３－メチルブチル］ボロン酸もしくはそのクエン酸エス
テルである化合物またはその薬学的に許容される塩の有効量を含む、前記組成物。
【請求項２】
　前記化合物は、二酢酸２，２’－｛２－［（１Ｒ）－１－（｛［（２，５－ジクロロベ
ンゾイル）アミノ］アセチル｝アミノ）－３－メチルブチル］－５－オキソ－１，３，２
－ジオキサボロラン－４，４－ジイル｝、４－（Ｒ，Ｓ）－（カルボキシメチル）－２－
（（Ｒ）－１－（２－（２，５－ジクロロベンズでアミド）アセトアミド）－３－メチル
ブチル）－６－オキソ－１，３，２－ジオキサボリナン－４カルボン酸またはその混合物
である、請求項１の組成物。
【請求項３】
　前記化合物は、二酢酸２，２’－｛２－［（１Ｒ）－１－（｛［（２，５－ジクロロベ
ンゾイル）アミノ］アセチル｝アミノ）－３－メチルブチル］－５－オキソ－１，３，２
－ジオキサボロラン－４，４－ジイル｝である、請求項１の組成物。
【請求項４】
　前記化合物は、４－（Ｒ，Ｓ）－（カルボキシメチル）－２－（（Ｒ）－１－（２－（
２，５－ジクロロベンズアミド）アセトアミド）－３－メチルブチル）－６－オキソ－１
，３，２－ジオキサボリナン－４カルボン酸である、請求項１の組成物。
【請求項５】
　全身性エリテマトーデス及び／または狼瘡腎炎の予防または治療における使用のための
、［（１Ｒ）－１－（｛［（２，５－ジクロロベンゾイル）アミノ］アセチル｝アミノ）
－３－メチルブチル］ボロン酸もしくはそのクエン酸エステルである化合物またはその薬
学的に許容される塩を含む組成物。
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【請求項６】
　全身性エリテマトーデス及び／または狼瘡腎炎の予防または治療のための医薬の製造の
ための、［（１Ｒ）－１－（｛［（２，５－ジクロロベンゾイル）アミノ］アセチル｝ア
ミノ）－３－メチルブチル］ボロン酸もしくはそのクエン酸エステルである化合物のまた
はその薬学的に許容される塩の使用。
【請求項７】
　全身性エリテマトーデス及び／または狼瘡腎炎の予防または治療のための医薬であって
、前記医薬は、［（１Ｒ）－１－（｛［（２，５－ジクロロベンゾイル）アミノ］アセチ
ル｝アミノ）－３－メチルブチル］ボロン酸もしくはそのクエン酸エステルである化合物
またはその薬学的に許容される塩を含む、前記医薬。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明者らは、前述の問題を解決する試みにおいて鋭意研究を行い、及び［（１Ｒ）－
１－（｛［（２，５－ジクロロベンゾイル）アミノ］アセチル｝アミノ）－３－メチルブ
チル］ボロン酸もしくはそのクエン酸エステルまたはその薬学的に許容される塩が全身性
エリテマトーデス、狼瘡腎炎等の予防または治療のために有用であり、かつ有効性及び低
毒性を有することを見いだした。この発見に基づいて、本発明者らは、鋭意研究を行い、
及び本発明を完成した。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　その必要がある患者における全身性エリテマトーデス及び／または狼瘡腎炎の予防また
は治療のための方法であって、［（１Ｒ）－１－（｛［（２，５－ジクロロベンゾイル）
アミノ］アセチル｝アミノ）－３－メチルブチル］ボロン酸もしくはそのクエン酸エステ
ルである化合物またはその薬学的に許容される塩の有効量を投与することを含む、前記方
法。
（項目２）
　前記化合物は、二酢酸２，２’－｛２－［（１Ｒ）－１－（｛［（２，５－ジクロロベ
ンゾイル）アミノ］アセチル｝アミノ）－３－メチルブチル］－５－オキソ－１，３，２
－ジオキサボロラン－４，４－ジイル｝、４－（Ｒ，Ｓ）－（カルボキシメチル）－２－
（（Ｒ）－１－（２－（２，５－ジクロロベンズでアミド）アセトアミド）－３－メチル
ブチル）－６－オキソ－１，３，２－ジオキサボリナン－４カルボン酸またはその混合物
である、項目１の方法。
（項目３）
　前記化合物は、二酢酸２，２’－｛２－［（１Ｒ）－１－（｛［（２，５－ジクロロベ
ンゾイル）アミノ］アセチル｝アミノ）－３－メチルブチル］－５－オキソ－１，３，２
－ジオキサボロラン－４，４－ジイル｝である、項目１の方法。
（項目４）
　前記化合物は、４－（Ｒ，Ｓ）－（カルボキシメチル）－２－（（Ｒ）－１－（２－（
２，５－ジクロロベンズアミド）アセトアミド）－３－メチルブチル）－６－オキソ－１
，３，２－ジオキサボリナン－４カルボン酸である、項目１の方法。
（項目５）
　全身性エリテマトーデス及び／または狼瘡腎炎の予防または治療における使用のための
、［（１Ｒ）－１－（｛［（２，５－ジクロロベンゾイル）アミノ］アセチル｝アミノ）
－３－メチルブチル］ボロン酸もしくはそのクエン酸エステルである化合物またはその薬
学的に許容される塩。
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（項目６）
　全身性エリテマトーデス及び／または狼瘡腎炎の予防または治療のための医薬の製造の
ための、［（１Ｒ）－１－（｛［（２，５－ジクロロベンゾイル）アミノ］アセチル｝ア
ミノ）－３－メチルブチル］ボロン酸もしくはそのクエン酸エステルである化合物のまた
はその薬学的に許容される塩の使用。
（項目７）
　全身性エリテマトーデス及び／または狼瘡腎炎の予防または治療のための医薬であって
、前記医薬は、［（１Ｒ）－１－（｛［（２，５－ジクロロベンゾイル）アミノ］アセチ
ル｝アミノ）－３－メチルブチル］ボロン酸もしくはそのクエン酸エステルである化合物
またはその薬学的に許容される塩を含む、前記医薬。
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